
 
 

＊
家
が
貧
し
か
っ
た
の
で
、
盆
で
も
働
か
さ
れ
た
。

 

し
か
し
、
時
に
一
日
く
ら
い
暇
を
も
ら
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
時
に
は

気
の
あ
っ
た
友
人
と
山
野
を
跋
渉
し
た
。
旅
を
恋
う
る
心
が
す
で
に
芽
生
え
て

い
た
。

 

四
月
　
国
民
中
学
講
義
録
を
と
り
は
じ
め
る
。

 
 

＊
旺
盛
な
読
書
力
で
色
々
な
本
を
読
む
。
雑
誌
「
日
本
少
年
」「
少
年
世
界
」「
少

年
倶
楽
部
」「
世
界
少
年
」「
冒
険
少
年
」
な
ど
を
級
で
と
っ
て
読
み
、
仁
助
叔

父
が
送
っ
て
く
れ
た
「
海
国
少
年
」「
一
二
年
の
中
学
生
」
を
む
さ
ぼ
り
読
ん
だ
。

ま
た
『
寺
内
元
帥
伝
』『
乃
木
大
将
伝
』『
不
如
帰
』『
大
正
の
青
年
と
帝
国
の

前
途
』『
青
芦
集
』『
肉
弾
』『
思
ひ
出
の
記
』
な
ど
を
読
ん
だ
。
残
念
な
の
は

周
囲
に
す
ぐ
れ
た
文
学
書
の
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

 
 

六
月
二
日
　
白
井
先
生
が
沖
家
室
校
に
か
わ
る
。

 

生
徒
は
皆
声
を
あ
げ
て
な
い
た
。
師
を
送
る
に
あ
た
っ
て
泣
け
た
の
は
之
が
は

じ
め
で
あ
る
。
実
に
い
い
先
生
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
先
生
が
私
に
下
さ
っ
た「
児

等
よ
」
の
一
文
は
巻
紙
二
丈
に
あ
ま
る
も
の
で
あ
り
、
長
く
肌
身
は
な
さ
ず
持

っ
て
い
た
が
、
ど
う
し
て
か
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

 
 

＊
先
生
は
多
く
の
唱
歌
を
作
っ
て
我
々
に
う
た
わ
せ
た
。

 

「
希
望
の
歌
」「
健
児
の
歌
」
な
ど
は
今
も
そ
の
ま
ま
歌
詞
を
覚
え
て
い
る
。
私

に
と
っ
て
は
実
に
大
切
な
人
で
、
文
学
に
親
し
む
途
は
こ
の
人
が
ひ
ら
い
て
下

さ
っ
た
の
で
あ
る
。

 
 

六
月
　
兼
田
先
生
を
迎
え
た
。

 

先
生
と
合
わ
ず
、
秋
一
〇
月
、
学
校
前
の
城
山
に
上
っ
て
先
生
排
斥
を
や
っ
た
。

た
め
に
先
生
は
や
め
て
し
ま
わ
れ
た
。
こ
の
先
生
は
実
に
立
派
な
方
で
あ
っ
た

が
、
非
常
に
不
運
で
、
今
に
し
て
こ
の
時
の
態
度
を
遺
憾
に
思
っ
て
い
る
。
先

生
と
は
、
今
、
実
に
親
密
で
あ
る
。
こ
の
先
生
に
よ
っ
て
『
瀬
戸
内
海
論
』
を

読
ん
だ
。

 

一
一
月
以
降
、
担
任
の
先
生
な
く
、
殆
ど
宮
本
が
教
え
た
。
採
点
そ
の
他
も

宮
本
が
し
た
。


